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Abstract
　　In this study, we measured the social behavior and stress response of children in a temporary kindergarten 
building environment where childcare is restricted and a new kindergarten building environment where childcare 
is less restricted.  As a result, no restricted environmental effects were observed on the stress response.  On the 
other hand, there was a slight influence on social behavior.  Negative social behavior improved during the year in 
the new kindergarten building environment, but it did not change in the temporary kindergarten building environ-
ment.  It was suggested that the development of social behavior of infants requires an environment in which both 


































































Amato & Keith（1991），Lansford Malone, Castellio, 































































































































の幼稚園に向かう気持ちを 5項目（「 1 幼稚園で
あった楽しいことについて話す」「 2 幼稚園であっ
たつらいことについて話す」「 3 幼稚園から帰ると



























怖がり 過活動 攻撃行動 被排斥
18 他の子が困っているとき，助けたり，なぐさ
める .90 .02 －.06 .00 －.01 －.07
8  他の子を助ける .83 －.01 .06 .01 .01 .01
13 他の子が困っていると心配する .77 －.06 .01 －.04 .00 .08
7  一人で遊ぶことを好む .01 .91 －.02 .05 .00 －.03
10 一人でいることを好む －.05 .87 －.03 －.03 －.05 .01
11 友達と距離を置く .01 .56 .12 －.04 .02 .08
2  心配性で，いろいろなことを心配する .07 －.05 .89 .07 －.05 .04
3  不幸さ，悲しさ，困惑をあらわす －.05 .01 .72 －.10 .08 .07
17 新しいことや新しい場面に怯えたり，不安に
なる －.01 .11 .63 .03 －.03 －.11
1  落ち着かず，うろうろしたり飛び跳ねたりす
るじっとしていられない .07 .14 －.02 .76 .06 －.01
4  集中力に乏しい －1.4 －.15 .06 .74 －.03 －.09
6  不注意である .02 －.03 －.05 .72 －.03 .13
14 攻撃的である －.02 .07 .01 .06 .86 －.04
15 他の子を責めたり，からかったりする .15 －.05 －.02 .04 .55 －.02
5  他の子をいじめる －.13 －.09 .02 －.11 .54 .09
12 友達に避けられる －.01 .01 －.04 .06 －.01 .92
16 友達の活動から仲間外れにされる .02 .04 .05 －.02 .03 .56
因子間相関
向社会的行動 －19 －.07 －.23 .00 .10
非社交行動 .20 .11 .00 .24






























不機嫌・怒り 抑うつ・不安 無気力 身体反応
7  ふきげんで，おこりっぽい .89 －.04 .05 －.01
3  いらいらする .86 .09 －.04 －.05
15 だれかに，怒りをぶつけたい .70 .03 －.05 .18
11 気もちが，むしゃくしゃする .69 －.04 .28 －.12
2  かなしい .02 .85 .00 －.14
17 さびしい .04 .83 －.04 .01
14 なんとなく，心配である －.02 .67 .09 －.02
5  なんだか，こわい感じがする .08 .64 －.09 .12
19 気持ちが沈んでいる －.09 .57 .33 .04
8  体がだるい .13 －.09 .81 .03
12 疲れやすい －.05 .09 .65 .01
6  遊びが手につかない .10 －.06 .55 .11
9  なにもかも，いやだと思う .11 .17 .52 .01
13 頭痛がする .03 －.10 .00 .72
16 気持ちが悪い －.07 －.05 .16 .68
20 なにもやる気がしない －.15 .12 .32 .51
18 何かに集中できない .25 .20 －.18 .48
因子間相関




向社会的行動 非社交行動 不安－怖がり 過活動 攻撃行動 被排斥
前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
年中時点 1.74 1.92 1.37 1.24 1.84 1.75 1.54 1.59 1.18 1.18 1.43 1.52
（仮園舎） (.59) (.58) (.53) (.41) (.67) (.53) (.64) (.60) (.29) (.34) (.47) (.45)
年長時点 2.22 2.05 1.15 1.05 1.53 1.30 1.56 1.33 1.24 1.14 1.40 1.15
（新園舎） (.47) (.52) (.31) (.20) (.47) (.42) (.54) (.37) (.30) (.22) (.42) (.25)
主効果（学年） F(1,54)＝17.17, p＜.01 F(1,54)＝9.64, p＜.01 F(1,54)＝31.69, p＜.01 F(1,54)＝2.42, n.s. F(1,54)＝.58, n.s. F(1,54)＝9.28, p＜.01
主効果（時期） F(1,54)＝0.00, n.s. F(1,54)＝14.28, p＜.01 F(1,54)＝9.67, p＜.01 F(1,54)＝7.27, p＜.01 F(1,54)＝5.70, p＜.05 F(1,54)＝6.70,p＜.05































不機嫌怒り 抑うつ不安 無気力 身体反応
年中時点
1.78 1.51 1.30 1.28 3.21
(.66) (.56) (.44) (.39) (.53)
年長時点
1.62 1.50 1.30 1.29 3.37
(.64) (.58) (.40) (.41) (.51)
t検定 t(49)＝1.64, n.s. t(49)＝15, n.s. t(49)＝.08, n.s. t(49)＝.26, n.s. t(49) ＝ 2.01, p＜.05
表５　年中時点の園舎環境による社会的行動の違い
向社会的行動 非社交行動 不安－怖がり 過活動 攻撃行動 被排斥
前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
仮園舎 1.74 1.92 1.37 1.24 1.84 1.75 1.54 1.59 1.18 1.18 1.43 1.52
（集団 A） (.59) (.58) (.53) (.41) (.67) (.53) (.64) (.60) (.29) (.34) (.47) (.45)
新園舎 1.99 2.07 1.44 1.27 1.72 1.42 1.32 1.17 1.25 1.21 1.29 1.15
（集匝 C） (.43) (.59) (.54) (.42) (.60) (.52) (.43) (.28) (.35) (.28) (.44) (.25)
主効果（園舎） F(1,108)＝4.86, p＜.05 F(1,108)＝.45, n.s. F(1,108)＝4.96, p＜.05 F(1,108)＝12.18, p＜.01 F(1.108)＝.65, n.s. F(1,108)＝13.66, p＜.01
主効果（時期） F(1,108)＝5.67, p＜.05 F(1,108)＝13.13,p＜.01 F(1,108)＝14.23, p＜.01 F(1,108)＝2.44, n.s. F(1,108)＝1.08, n.s. F(1,108)＝.54, n.s.




不機嫌怒り 抑うつ不安 無気力 身体反応
仮園舎 1.79 1.54 1.30 1.28 3.22
（集団 A） (.66) (.58) (.44) (.39) (.53)
新園舎 1.64 1.46 1.25 1.15 3.35
（集団 C） (.74) (.63) (.46) (.27) (.51)













































向社会的行動 非社交行動 不安－怖がり 過活動 攻撃行動 被排斥
前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
仮園舎 2.08 1.90 1.18 1.15 1.44 1.26 1.50 1.50 1.13 1.21 1.27 1.31
（集団 B） (.54) (.44) (.37) (.28) (.45) (.34) (.51) (.55) (.25) (.31) (.36) (.38)
新園舎 2.22 2.05 1.15 1.06 1.52 1.31 1.55 1.32 1.24 1.14 1.40 1.14
（集団 A） (.46) (.51) (.30) (.20) (.47) (.42) (.54) (.37) (.30) (.22) (.42) (.25)
主効果（園舎） F(1,110)＝3.02, n.s. F(1,110)＝1.72, n.s. F(1,110)＝.92, n.s. F(1,110)＝.56, n.s. F(1,110)＝.16, n.s. F(1,110)＝.09, n.s.
主効果（時期）F(1,110)＝16.54, p＜.01 F(1,110)＝5.49, p＜05 F(1,110)＝23.41, p＜.01 F(1,110)＝10.57, p＜.01 F(1,110)＝.05, n.s. F(1,110)＝13.30, p＜.01




不機嫌怒り 抑うつ不安 無気力 身体反応
仮園舎 1.43 1.32 1.18 1.16 3.38
（集団 B） （.61） （.52） （.34） （.34） （.50）
新園舎 1.63 1.50 1.29 1.29 3.37
（集団 A） （.63） （.57） （.40） （.40） （.50）

















向かう様子不機嫌怒り 抑うつ不安 無気力 身体反応
仮園舎（集団 A）
向社会的行動 .03 -.03 .05 .05 .17
非社交行動 -.29 * -.10 -.13 -.04 -.10
不安怖がり -.01 .13 .21 .10 -.33 *
過活動 .23 .17 .15 .33 * -.27
攻撃行動 .26 .04 .07 .08 .04
被排斥 .21 .34 * .25 .34 * -.22
新園舎（集団 C）
向社会的行動 -.26 -.19 -.03 .06 .14
非社交行動 .04 .09 -.05 .08 -.19
不安怖がり .04 .18 .10 .08 -.02
過活動 .33 * .02 -.02 .25 -.01
攻撃行動 .20 .03 .10 .12 -.06




向かう様子不機嫌怒り 抑うつ不安 無気力 身体反応
仮園舎（集団 B）
向社会的行動 .02 .17 .04 .02 .02
非社交行動 .13 .16 .23 .06 -.18
不安怖がり .10 .31 * .23 .31 * .05
過活動 .11 -.03 .45 ** .03 -.24
攻撃行動 -.04 .14 .10 .22 -.14
被排斥 .14 .05 .43 ** .14 -.29 *
新園舎（集団 A）
向社会的行動 -.08 .08 -.11 -.09 .24
非社交行動 .15 .15 -.01 .27 -.11
不安怖がり .24 .23 .08 .06 -.26
過活動 .19 -.01 -.01 .25 .02
攻撃行動 .26 .20 .33 * .34 * .14
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